
解

題

田

村

正

夫

従
来
、
歴
史
地
理
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
地
理
学
全
般
の
研
究
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
集
落
に
関
す
る
ぼ
う
大
な
研
究
資

料
が
集
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
理
学
全
般
の
研
究
が
、
他
の
文
化
科
学
の
そ
れ
と
伍
し
て
い
く
上
で
、
地

誌
的
な
側
面
に
直
接
・
間
接
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
色
を
も
っ
以
上
、
当
然
で
あ
り
、
現
在
の
よ
っ
て
き
た
る
過
去
を
問
題

と
す
る
歴
史
的
空
聞
を
考
慮
す
る
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
、
集
落
に
つ
い
て
の
研
究
資
料
の
収
集
に
力
点
が
置
か
れ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た

当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
集
落
の
二
大
分
類
と
い
え
ば
、

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
都
市
と
村
落
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
分
類
規
準

に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
両
者
が
経
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
に
異
な
る
特
色
を
も
っ
こ

と
、
そ
し
て
相
対
的
に
は
、
都
市
が
利
益
社
会
に
、
村
落
が
共
同
社
会
に
そ
れ
ぞ
れ
対
置
さ
れ
る
岳
民
営

Z
?を
内
包
し
て
い
る
と
よ

題

く
い
わ
れ
る
。
大
局
的
に
み
れ
ば
、
都
市
も
村
落
も
集
落
で
あ
る
限
り
、
地
上
に
占
居
す
る
人
間
ど
う
し
の

8
5
5己巳

g
t。
ロ
を
前
提

解

と
し
て
成
り
立
つ
点
で
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

8
5
5ロロ山口由民
O
ロ
の
し
か
た
、
あ
る
い
は
濃
淡
の
差
が
、
両
者
の
差
異
を

5 

も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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そ
こ
で
、
両
者
の
形
成
基
盤
と
そ
れ
ら
の
変
容
の
胃

2
2田
を
、
空
間
の
規
模
・
質
・
組
織
な
ど
の
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
必
然
的
に
両
者
の
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
こ
よ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
、

こ
の
両
者

は
、
弁
証
法
的
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
表
裏
の
関
係
の
な
か
で
、
そ
の
規
模
・
質
・
組
織
な
ど
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
を

空
間
的
に
検
討
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
視
座
が
生
ま
れ
る
。

第
一
は
、
都
市
が
発
生
の
当
初
か
ら
近
隣
の
村
落
に
よ
っ
て
培
養
さ
れ
る
と
と
も
に
、
逆
に
近
隣
の
村
落
を
培
養
す
る
と
い
う
、

し、

わ

ば
都
市
と
そ
の
近
隣
の
村
落
と
の

Eness-BEts
に
注
目
す
る
視
座
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

局
地
的
市
場
圏
と
か
、
都
市
圏
、

商
圏
と
い
う
よ
う
な
圏
構
造
を
骨
子
と
し
て
理
論
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
第
二
は
、

ク
リ
ス
タ
l
ラ

1
的
な
中
心
地
論
の
上
に
立
つ
視
座

で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
第
一
の
視
座
を
前
提
と
し
て
多
数
の
都
市
に
着
目
し
、
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
近
隣
村
落
を
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
多
数
の
中
心
地
H
都
市
を
つ
く
る
に
至
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
都
市
や
村
落
が
そ
の
近
隣
だ
け
で
は
な
く
、
遠
隔
地
の
都
市
あ
る
い
は
村
落
と
の
間

で
、
必
ず
し
も
空
間
的
規
則
性
を
も
た
な
い
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
な
関
係
を
示
す
側
面
と
、
上
述
の
二
つ
の
視
座
と
の
関
連
に
つ

い
て
で
あ
る
。
か
か
る
関
連
が
、
絶
え
ず
「
都
市
・
村
落
関
係
」
の
変
容
を
招
来
し
て
お
り
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
「
都
市
・
村
落
関

係
」
研
究
の
意
義
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
九
編
は
、

い
ず
れ
も
本
年
度
大
会
に
お
い
て
、
共
同
課
題
「
都
市
・
村
落
関
係
の
歴
史
地
理
」
の
も
と
に

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
論
文
を
通
じ
て
、
概
括
的
に
二
つ
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
先
述
の
第
一
・
第
二
の
視
座
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
拠
点
と
し
て
の
都
市
及
び
そ
れ
の
周
辺
と
し
て
の
村
落
と
い
う
立
場
に
お
い

て
論
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
は
、
拠
点
と
周
辺
と
い
り
観
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
都
市
、
村
落
を
含
め
た
集
落
聞
の
相
対
的
関
係
に



主
眼
を
置
く
論
述
で
あ
る
。
前
者
は
、
金
井
年
・
岩
崎
公
弥
・
五
十
嵐
純
・
中
村
周
作
・
南
波
純
・
川
口
洋
の
諸
論
文
で
あ
り
、
後
者

は
、
佐
々
木
清
治
・
河
島
一
仁
・
中
西
僚
太
郎
の
各
論
文
で
あ
る
。

金
井
年
(
吉
崎
に
お
け
る
中
世
的
景
観
と
近
世
的
景
観
)
は
、
蓮
如
時
代
の
絵
図
(
文
明
五
年
八
一
四
七
三

V
〉
、
近
世
の
三
絵
図
(
延

宝
五
年
八
一
六
七
七

V
、
寛
永
五
年
八
一
六
二
八

V
、
文
化
一
一
年
以
降
八
一
八
一
四

i
Vて

明
治
期
の
地
籍
図
な
ど
を
手
が
か
り
と

し
て
、
拠
点
と
し
て
の
町

!
l越
前
吉
崎
町
ー
ー
に
お
け
る
傾
斜
地
(
中
世
)
か
ら
平
地
(
近
世
)
へ
の
立
地
移
動
を
論
ず
る
。
先
学
の

諸
研
究
に
お
い
て
、
か
か
る
傾
向
は
ほ
ぼ
是
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
線
に
沿
っ
た
研
究
で
あ
る
。

岩
崎
公
弥
(
近
世
西
三
河
に
お
け
る
木
綿
流
通
の
地
域
的
展
開
)
は
、
都
市
・
村
落
関
係
を
、
近
世
西
三
河
の
木
綿
流
通
の
な
か
で
と

ら
え
よ
う
と
し
た
。

一
藩
支
配
に
よ
る
藩
領
域
経
済
圏
が
形
成
さ
れ
ず
、
小
藩
領
・
寺
社
領
・
旗
本
領
・
飛
地
な
ど
の
所
領
が
錯
綜
す
る

西
三
河
で
は
、
木
綿
流
通
の
拠
点
が
い
か
に
展
開
す
る
か
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多
数
の
仲
買
商
は
沖
積
低
地
部
、
な

か
で
も
そ
の
街
道
沿
い
に
、
数
軒
の
買
次
問
屋
は
、
矢
作
川
沿
い
ま
た
は
地
方
中
心
的
な
城
下
町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
布
の
拠
点
を
も
ち
、

交
通
事
情
を
強
く
反
映
し
て
い
た
。

一
方
、
問
屋
支
配
力
の
商
で
は
、
江
戸
か
ら
の
そ
れ
が
強
く
、
商
品
流
通
統
制
を
実
施
し
て
い
た
の

は
、
西
尾
藩
だ
け
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
藩
領
域
経
済
圏
が
確
立
さ
れ
に
く
い
村
落
的
拠
点
は
、
大
都
市
江
戸
の
問
屋
支
配
下
に

お
か
れ
や
す
い
(
し
か
し
、
遠
隔
地
な
る
が
ゆ
え
に
、
流
通
系
列
が
弛
緩
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
)
と
い
う
都
市
・
村
落
関
係
が
指
摘
さ
れ

る。

題

五
十
嵐
勉
(
伊
賀
国
に
お
け
る
郷
土
集
落
の
地
域
構
造
)
は
、
都
市
・
村
落
関
係
を
、
伊
賀
国
の
郷
土
集
落
に
お
け
る
近
世
の
行
政
的

解

-
経
済
的
な
地
域
形
成
力
の
な
か
で
解
明
す
る
。
地
方
支
配
機
構
は
、
藩
政
村
の
構
造
の
地
域
差
を
形
成
す
る
一
要
因
で
あ
り
、
郷
村
、

7 

在
中
に
居
住
す
る
武
士
と
し
て
の
郷
土
(
無
足
人
〉
は
、
藩
領
構
造
の
相
違
と
、
中
世
後
期
の
在
地
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
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前
提
に
立
つ
。
そ
し
て
、
郷
土
の
系
譜
と
分
布
に
よ
っ
て
、
有
力
無
足
人
が
下
位
階
層
の
無
足
人
を
統
括
す
る
組
領
域
|
|
し
か
も
そ
れ

ら
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
ー
ー
を
指
摘
す
る
。
組
領
域
の
北
伊
賀
へ
の
集
中
、
あ
る
い
は
藩
境
へ
の
重
点
的
配
置
に
も
触
れ
た

の
ち
、
無
足
人
の
う
ち
に
は
、
問
屋
化
し
て
在
町
・
宿
駅
に
居
住
し
商
業
活
動
を
展
開
す
る
も
の
が
あ
り
、
逆
に
問
屋
が
上
納
金
に
よ
っ

て
郷
土
身
分
化
す
る
も
の
が
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
か
く
て
郷
土
制
下
の
集
落
が
、
郷
土
の
行
政
的
・
経
済
的
な
地
域
形
成
力
に
よ
っ

て
都
市
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
説
く
。

い
い
か
え
れ
ば
、
近
世
の
伊
賀
園
内
部
に
お
け
る
都
市
村
落
関
係
を
、
有
力
無
足
人
居
住

地
で
あ
る
拠
点
、
下
積
階
層
無
足
人
居
住
地
で
あ
る
周
辺
と
の
関
係
で
と
ら
え
て
い
る
。
中
世
後
期

1
近
世
の
か
か
る
特
質
が
、
近
現
代

に
お
け
る
地
域
的
展
開
に
も
反
映
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

中
村
周
作
(
海
産
物
行
商
か
ら
み
た
集
落
間
結
合
と
そ
の
変
化
〉
は
、
海
産
物
行
商
の
商
圏
構
造
的
把
握
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
農
・

漁
村
聞
の
伝
統
的
社
会
・
経
済
組
織
な
い
し
結
合
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
を
も
っ
。
ま
ず
、
鹿
児
島
県
域
の
海
産
物
行
商
の
変

容
を
、
文
献
と
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
跡
づ
け
た
の
ち
、
出
水
市
名
護
地
区
を
、
詳
細
に
取
り
上
げ
る
。
そ
の
結
果
、
高
度
経
済
成
長

期
以
前
に
は
、
紫
尾
山
系
を
越
え
て
大
口
市
・
薩
摩
郡
に
及
ぶ
ク
ル
マ
エ
ビ
・
干
魚
な
ど
の
遠
距
離
行
商
圏
の
ほ
か
に
、
鮮
魚
を
中
心
と

し
た
日
帰
り
行
商
圏
(
下
肥
供
給
圏
を
含
む
〉
が
成
立
し
て
お
り
、
魚
と
米
な
ど
の
物
々
交
換
に
ま
つ
わ
る
習
俗
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
海
産
物
行
商
と
い
う
観
点
か
ら
、
漁
港
と
そ
の

E
E
2
-
g仏
と
の
関
係
を
み
る
と
、
都
市
・
村
落
関
係
的
な
様
相
を
呈

す
る
。
漁
港
が
、
海
路
に
よ
る

S
E
E
S
-
s
t。ロ

に
よ
っ
て
古
く
か
ら
遠
距
離
地
域
と
結
び
つ
く
円

gm可
と
し
て
の
集
住
的
性
格

を
も
つ
た
め
に
、
そ
の
集
住
的
形
態
を
通
じ
て
都
市
的
機
能
を
発
揮
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
論
文
は
、
漁
港
で
あ
る
拠
点
と
、

海
産
物
行
商
圏
を
な
す
周
辺
と
の
結
び
つ
き
が
、
産
業
化
以
前
か
ら
強
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

南
波
純
(
近
世
代
官
所
町
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
)
は
、
出
張
陣
屋
と
三
都
所
在
の
も
の
を
除
く
一
一
六
の
代
官
所
(
慶
応
三
年
八
一
八



六
七

V
)
を
研
究
対
象
と
す
る
。

そ

の

結

果

、

②

身

分

階

層

別

居

住

区

分

が

な

く

て
、
軍
事
色
が
薄
く
、
寺
院
が
か
な
り
多
い
、
①
人
口
と
石
高
は
不
相
関
で
、
石
高
の
割
に
人
口
が
少
な
い
(
そ
の
要
因
を
、
武
家
人
口

①
商
工
業
従
事
者
が
多
く
、

都
市
的
性
格
が
強
い
、

の
稀
薄
と
考
え
る
)
、
県
庁
立
地
は
、
明
治
初
期
の
一
九
か
ら
、
現
在
四
都
市
に
減
じ
て
い
る
、
(
そ
の
要
因
を
、
政
治
的
要
因
、
主
要
交

通
路
か
ら
の
隔
離
、
内
陸
的
位
置
に
求
め
る
)
⑤
跡
地
利
用
は
、
公
共
用
地
化
の
傾
向
が
強
い
、
と
す
る
。

①
に
つ
い
て
、
商
工
業
発
展
の
要
因
は
、
代
官
所
立
地
以
外
に
も
、
求
め
ら
れ
な
い
か
、
②
に
つ
い
て
、
代
官
所
が
、
行
政
機
能
よ
り

も
、
よ
り
多
く
官
轄
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
③
に
つ
い
て
、
代
官
所
所
轄
石
高
が
、
同
所
立
地
町
域
の
人
口
を
培
養
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
@
に
つ
い
て
、
城
下
町
・
市
場
町
・
宿
場
町
・
門
前
町
・
港
町
な
ど
の
方
が
、
よ
り
多
く
社
会
経
済
的
な
中
心

地
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
、
代
官
所
町
起
源
の
県
庁
都
市
減
少
の
要
因
で
は
な
い
か
、
⑤
に
つ
い
て
、
城
下
町
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾

向
を
も
て
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
明
し
な
が
ら
、
代
官
所
と
そ
れ
の
培
養
圏
の
問
題
を
考
察
し
て
、
都
市
・
村
落

に
迫
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

川
口
洋
(
通
婚
圏
か
ら
み
た
江
戸
時
代
後
期
の
「
大
阪
地
域
」
〉
は
、
先
に

「
尼
崎
藩
領
西
摂
一
農
村
の
通
婚
圏
(
地
域
史
研
究
、

一
一
ー
一
、

一
i
二
二
頁
、

一
九
五
八
〉
に
お
い
て
「
一
般
住
民
に
と
っ
て
は
、
市
場
圏
・
井
組
・
距
離
が
、
通
婚
圏
に
影
響
を
与
え
る
重

要
な
空
間
組
織
(
向
上
二

O
頁
と
で
あ
る
と
い
う
傾
向
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
回
は
、
特
に
大
坂
の
堂
島
を
中
心
と
す

る
半
径
二

0
1二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
集
落
が
、
近
隣
村
以
外
に
大
坂
と
密
接
な
通
婚
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
中
心
に
、
議

題

論
を
進
め
る
。
有
数
の
拠
点
都
市
大
坂
と
、
そ
の
周
辺
村
落
と
の
結
び
つ
き
を
、

一
般
庶
民
の
生
活
空
間
と
い
う
視
点
か
ら
精
力
的
に
分

解

析
し
た
研
究
で
あ
る
。

9 

前
述
の
よ
う
に
、
以
上
の
六
論
文
は
、
拠
点
と
し
て
の
都
市
及
び
そ
れ
の
周
辺
と
し
て
の
村
落
と
い
う
観
点
か
ら
論
述
さ
れ
て
い
る
の
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に
対
し
て
、
次
の
三
論
文
は
、
む
し
ろ
、
都
市
・
村
落
を
含
め
た
集
落
聞
の
相
対
的
関
係
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

佐
々
木
清
治
(
宿
場
町
と
助
郷
村
と
の
関
係
)
は
、
宿
場
町
と
助
郷
村
を
、
基
盤
を
な
す
一
般
村
落
と
の
関
係
で
把
握
し
よ
う
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、
遠
州
路
宿
中
最
高
の
助
郷
高
を
も
ち
、
天
竜
川
の
渡
舟
を
は
さ
む
浜
松
宿
を
対
向
宿
場
町
と
す
る
見
付
宿
と
、
同
じ

く
最
低
の
助
郷
高
を
示
し
、
浜
名
湖
の
今
切
一
里
の
渡
し
を
は
さ
ん
で
舞
坂
宿
と
対
向
宿
場
町
を
な
す
新
居
宿
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
結

果

一
村
一
宿
型
・
二
村
一
宿
型
・
多
村
一
宿
型
に
三
類
型
化
す
る
。
自
然
環
境
に
よ
る
宿
場
町
の
移
動
(
例
、
吉
原
・
蒲
原
〉
に
も
触

れ
、
助
郷
の
増
加
に
よ
る
助
郷
圏
の
拡
大
な
い
し
は
、
宿
・
助
郷
関
係
の
逆
転

l
一
体
化
を
論
ず
る
。
宿
場
町
が
助
郷
村
へ
の
依
存
を
強

め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
助
郷
村
々
に
お
け
る
経
済
力
の
拾
頭
を
う
か
が
わ
せ
、
結
局
、
宿
場
町
・
助
郷
村
両
者
の
相
対
的
関
係
が
変

化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

河
島
一
仁
(
「
紀
州
鍛
冶
」
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
)
は
、
近
世
以
来
の
出
稼
鍛
冶
業
者
と
し
て
の
農
鍛
冶
の
分
布
と
、
そ
の
サ

l

ビ
ス
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
農
鍛
冶
相
互
の
関
係
を
解
明
す
る
。
対
象
地
域
は
、
業
者
数
と
分
布
に
つ
い
て
の
資
料
入
手
の
便
宜
上
、
京
都
府

船
井
郡
と
し
て
い
る
。
農
鍛
冶
お
よ
び
そ
の
家
族
か
ら
、
来
歴
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
う
と
共
に
、

一
九
三
二
年
こ
ろ
の
「
当

座
帳
」
を
も
利
用
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
郡
の
鍛
冶
業
者
二
五
の
う
ち
一
ム
ハ
が
「
紀
州
鍛
冶
」
で
あ
り
、
専
業
者
は
二
に
過
ぎ
な
い
こ

と

「
紀
州
鍛
冶
」
は
複
数
の
母
村
か
ら
来
住
し
て
い
る
こ
と
、
鍛
冶
業
者
が
近
接
集
落
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
縁
辺
部
で

は
複
数
の
業
者
の
競
合
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
母
村
を
異
に
す
る
業
者
が
競
合
し
、
価
格
協
定
・
エ
リ
ア
の
相
互
承
認
の
た
め
に
組
合
が

組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
比
較
的
廃
業
の
遅
い
業
者
が
、
先
に
廃
業
し
た
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
蚕
食
し
た
も
の
の
経
営
の
安
定
化

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

農
鍛
冶
分
布
と
母
集
落
分
布
の
関
係
を
み
る
と
、
都
市
・
村
落
関
係
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村
落
相
互
の
関
係
を
も
含
ん
で
い
る
。
そ



こ
で
、
手
工
業
兼
サ
ー
ビ
ス
業
(
修
理
業
)
と
い
う
第
二
次
・
第
三
次
産
業
を
輩
出
し
た
母
集
落
と
こ
れ
ら
を
受
容
し
た
集
落
の
両
者
に

お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
な
背
景
が
問
題
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
母
集
落
か
ら
の
輩
出
の
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
が
、
残
さ
れ
た

課
題
と
い
え
よ
う
。
農
鍛
冶
に
限
ら
ず
、
他
の
第
二
次
・
第
三
次
産
業
に
お
い
て
も
、
輩
出
母
集
落
と
受
容
集
落
の
関
係
を
示
す
例
は
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
都
市
・
村
落
両
者
を
含
め
た
、

の
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
が

い
わ
ば
集
落
聞
の
か
か
る

8
5
5ロロ

-wazロ

要
請
さ
れ
る
。

中
西
僚
太
郎
(
明
治
前
期
に
お
け
る
畿
内
綿
作
・
綿
業
地
域
の
人
口
変
動
)
は
、
明
治
前
期
の
人
口
変
動
を
生
産
業
と
の
関
連
で
究
明

す
る
た
め
に
、
商
業
的
農
業
(
綿
作
)
と
農
村
工
業
(
綿
業
)
が
卓
越
す
る
畿
内
の
う
ち
で
、
特
に
大
阪
府
を
研
究
対
象
地
域
と
し
た
。

明
治
一
二
年
八
一
八
八
八
〉
の
農
事
調
査
に
よ
る
と
、
農
業
生
産
の
地
域
経
済
へ
の
比
重
が
低
い
西
成
・
東
成
・
住
吉
三
郡
を
除
け
ば
、

総
収
入
額
に
占
め
る
実
綿
価
格
の
割
合
で
は
、
若
江
・
渋
川
・
士
山
紀
三
郡
が
高
い
が
、
総
収
入
額
に
占
め
る
綿
関
係
余
業
収
入
額
の
割
合

で
は
、
丹
北
・
高
安
両
郡
が
高
い
。
中
西
は
、
こ
れ
ら
を
綿
作
・
綿
業
の
中
心
地
域
と
考
え
る
。
そ
こ
で
明
治
九
年
八
一
八
七
六
、
大
阪

府
全
誌
に
よ
る

V
と
同
二
三
年
八
一
八
九

O
、
戸
籍
表
に
よ
る

V
の
両
本
籍
人
口
を
比
較
し
て
、
増
加
率
を
検
討
す
る
と
、
綿
作
地
域
で

は
他
地
域
と
比
べ
て
低
く
、
綿
業
地
域
で
は
や
や
高
い
。
ま
た
明
治
二
三
年
の
人
口
流
出
率
は
、
特
に
綿
業
地
域
に
お
い
て
高
い
。
耕
地

反
別
(
明
治
一
一
一
年
農
事
調
査
に
よ
る
)
当
た
り
現
住
人
口
(
同
二
三
年
戸
籍
表
に
よ
る
〉
で
示
さ
れ
た
人
口
密
度
に
つ
い
て
は
、
他
地

題

域
一
般
と
ほ
ぼ
同
様
の
綿
作
地
域
よ
り
も
綿
業
地
域
の
方
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
西
は
、
明
治
前
期
に
お
い
て
、
畿
内
綿
作

が
地
域
の
人
口
扶
養
に
果
た
し
た
役
割
は
マ
イ
ナ
ス
、
綿
業
に
つ
い
て
は
や
や
プ
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
、

解

先
ず
、
幕
末
開
港
以
降
の
綿
作
・
綿
業
の
衰
退
と
、
高
い
小
作
料
率
に
帰
し
て
い
る
。

11 

右
の
よ
う
な
考
察
を
、
都
市
・
村
落
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
口
扶
養
に
プ
ラ
ス
の
投
割
を
果
た
し
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た
綿
業
地
域
は
、
人
口
密
度
と
人
口
の
流
動
性
が
共
に
高
い
と
い
う
点
で
、
都
市
的
村
落
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
の
役
割

を
果
た
し
た
綿
作
地
域
は
、

よ
り
村
落
的
傾
向
が
強
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
前
者
に
お
け
る
綿
関
係
余
業
(
紡
糸
・
木
綿
織
・
色
糸

製
造
)
は
、
加
工
賃
収
入
と
共
に
、
流
通
マ
ー
ジ
ン
を
も
生
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
在
来
の
綿
業
地
域
と
し
て
の
人
口
集
積

は
、
そ
れ
自
体
が
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
増
加
を
促
し
、
そ
の
た
め
に
、
人
口
の
流
動
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ

ば
、
綿
業
と
綿
業
以
外
の
収
入
に
よ
る
人
口
扶
養
力
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
郡
内
に
お
け
る
各
村
落
の
営
業
税
に
つ
い
て
の

検
討
な
ど
を
通
じ
て
、
集
落
の
経
済
力
を
問
題
に
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
ろ
う
。
広
義
の
交
通
事
情
を
考
慮
の
上
、
各
村
の
拠
点
性
を
解

明
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
紀
要
掲
載
の
諸
論
文
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
論
述
の
主
眼
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
研
究
対
象
地
域
を

B
尽
き
に
み
る
な

ら
ば
、
全
国
を
対
象
と
す
る
南
波
論
文
を
別
と
す
れ
ば
、
東
日
本
ま
た
は
西
日
本
の
、

し
か
も
各
々
の
局
部
の

σ
2
5
m
と
も
い
う
べ
き

2
8
2ロ
仏
可
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

n
g
o
m
Z門
グ
て
が
、
や
が
て
全
国
的
視
野
か
ら
体
系
化
さ
れ
る
日
の
近
い
こ
と
を
、
期
し
て
止
ま
な
い

の
で
あ
る
が
、

一
先
ず
整
理
し
て
み
る
と
、
東
日
本
に
つ
い
て
は
、
拠
点
l
周
辺
の
観
点
に
立
つ
論
文
は
、
東
海
・
北
陸
両
地
方
、
集
落

聞
の
相
対
的
関
係
に
主
眼
を
置
く
論
文
は
東
海
地
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
て
い
る
。

一
方
、
西
日
本
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
近
畿
・

南
九
州
両
地
方
、
後
者
は
近
畿
地
方
を
、
各
々
対
象
と
し
て
い
る
。

一
般
に
、
東
日
本
で
は
歴
史
的
な

E
m
を
残
し
な
が
ら
、
そ
の
あ
と

に
続
く
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
、
都
市
・
村
落
関
係
の
変
容
は
、
時
を
追
っ
て
大
き
く
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
日

本
の
地
域
構
造
は
、
漸
移
的
な
変
化
を
基
軸
に
し
て
い
る
の
で
、
都
市
・
村
落
関
係
も
、
そ
の
変
容
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

る。
な
お
、
拠
点
と
し
て
の
都
市
及
び
そ
れ
の
周
辺
と
し
て
の
村
落
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
口
頭
発
表
の
う
ち
、
次
の
も
の
を
掲
げ
て



お
く
。平

井
松
午
(
北
海
道
に
お
け
る
殖
民
地
区
画
と
「
密
居
宅
地
」
〉
は
、
密
居
宅
地
が
、
明
治
二
七

i
コ
二
年
八
一
八
九
四

1
一
八
九
八

V

の
第
一
期
に
は
石
狩
川
中
流
域
・
天
塩
川
下
流
域
の
泥
炭
地
に
、
ま
た
同
四
二

i
四
五
年
八
一
九

O
九

t
一
九
一
二

V
に
は
、
標
高
二

O

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
丘
陵
・
山
麓
・
小
河
谷
に
多
く
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
要
因
を
、
農
業
移
民
の
大
量
流
入
と
、
同
三

O

年
八
一
八
九
七
〉
制
定
の
北
海
道
固
有
未
開
地
処
分
法
に
帰
す
る
。
そ
し
て
「
今
日
か
か
る
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
集
居
性
村
落
は
み
ら
れ

ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
密
居
宅
地
0

フ
ラ
ン
は
北
海
道
農
村
に
不
適
合
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
一
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が

小
中
心
地
で
あ
る
市
街
の
基
盤
に
な
っ
た
も
の
、
ま
た
若
干
の
家
屋
の
集
中
が
み
ら
れ
神
社
・
学
校
が
立
地
し
、
開
拓
村
落
発
展
の
中
心

を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
ハ
発
展
要
旨
、

「
歴
史
地
理
学
」
第
二
二
号
、
一
二
八
頁
む
と
述
べ
た
。

自
然
環
境
の
克
服
を
迫
ら
れ
た
開
発
時
代
に
は
、
開
発
拠
点
と
し
て
の
密
居
宅
地
の
必
要
性
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
政
策
化
さ
れ
た

』
F

」

v戸
』
、

し
か
し
そ
の
後
開
発
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
開
発
上
の
便
宜
さ
か
ら
、

か
か
る
拠
点
立
地
か
ら
散
居
へ
脱
皮
し
た
り
、
市
街
化

の
基
盤
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
実
状
で
あ
ろ
う
。
都
市
・
村
落
関
係
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
密
居
宅
地
に
は
、
都
市
(
町
〉
的
機
能
の

付
与
が
計
画
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
密
居
で
あ
れ
、
散
居
で
あ
れ
、
問
機
能
そ
の
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
密
居
宅
地
の
消
滅
は
、

都

市
・
村
落
関
係
が
、
機
能
的
に
は
継
続
し
た
が
、
形
態
的
に
は
変
貌
し
た
こ
と
d

を
物
語
る
。
こ
の
点
は
、
実
地
調
査
|
|
密
居
宅
地
変

題

遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
調
査
i
l
s
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

解

(
た
も
の
で
あ
り
、
本
紀
要
投
稿
原
稿
を
閲
読
し
て
い
な
い
点
を

お
断
わ
り
す
る
。

こ
の
解
題
は
、
大
会
当
日
の
口
頭
発
表
と
発
表
要
旨
(
「
歴
史
地
理
学
」
第
二
二
号
二
一
了
一
一
一
九
頁
)
に
基
づ
い
て
執
筆
し
)

13 




